
令和８年第２回仙台市議会定例会 

 

本 日 の 一 般 質 問  

 

令和８年６月１９日 

順序 議 員 名 会 派 名 質 問 項 目 

１ 千葉 ようすけ 自 由 民 主 党 ・長町地区の広域拠点機能強化と一体的なまちづくり 

 ・あすと長町４丁目の大規模建築予定地 

 ・郡山北目地区の次世代モビリティー物流施設 

 ・長町駅前プラザ 

・小学校の「朝の居場所づくり」の拡充 

・仙台市独自の石油等、燃料ストックの必要性 

・ＡＸ（ＡＩトランスフォーメーション） 

・実沢小学校跡地の道の駅整備 

・鐘景閣、旧伊達伯爵邸の活用 

２ 竹 中 栄 雄 公 明 党 

仙 台 市 議 団 

・精神障害者保健福祉手帳・障害年金更新手続の負担 

・アーチル内での医師の診断体制の確立 

・ワンストップサポート体制の確立 

・ＨＰＶワクチン接種のさらなる個別通知と啓発強化 

・男性に対するＨＰＶワクチン接種費用の独自助成 

・西公園屋内遊び場の大型児童館化でのソフト面強化 

・子ども第三の居場所「みらい」の事業継続支援 

・総務事務センターによる単純作業外部委託の課題 

・国のＡＩ「源内」と東京都のＡＩ「Ａ１」 

・本市独自「仙台ＡＩ基盤」の早急な構築 

３ 貞 宗 けんじ 市民フォーラム

仙 台 

・広瀬川の渇水対策 

・３Ｄ都市モデルの活用 

・マインクラフトを用いたまちづくり意識の醸成 

 ・プログラミング教育への応用 

・次世代型市民協働プラットフォームの導入 

 ・シビックテックの推進 

 ・全庁横断的なデータ連携の在り方 

４ 大河原 ふゆこ せんだい自民・

参 政 の 会 

・音楽ホール・中心部震災メモリアル拠点複合施設 

・共同親権制度施行への本市の対応 

・定禅寺通等食品リサイクル推進モデル事業 

 ・資源循環と生ごみ肥料化 

・地産地消の学校給食の取組 

 ・農作物保管用冷蔵庫設置の効果 

(  次に続く ) 



 

 

順序 議 員 名 会 派 名 質 問 項 目  

５ すげの 直 子 

（一問一答） 

日 本 共 産 党 

仙 台 市 議 団 

・音楽ホール・中心部震災メモリアル拠点複合施設整

備の見直し 

 ・市民の納得や合意が得られない理由 

 ・規模や音響設計、施設形状の抜本的転換 

・既に身の丈を超えている整備事業費 

・せんだい都心再構築２０３６ 

・新規事業拡大により増える総事業費 

・ハコモノ、まちづくりへの多額の税金投入の影響 

６ 石 川 建 治 立憲民主党仙台 ・物価高騰対策として実施する事業者への助成や市民

への水道基本料金と下水道基本使用料減免の効果 

・本市独自の物価高騰対策の検討 

・家庭ごみの減量や排出の現状と課題 

・継続的なごみ出しルールの周知啓発の強化 

・指定ごみ袋をめぐる問題への見解 

・関係機関と連携した自転車事故防止の周知啓発 

・自転車ヘルメットモニターの効果と今後の取組 

・自転車ヘルメット着用率向上と交通安全教育の拡充 

７ 早 坂 千亜紀 仙 台 維 新 ・せんだい都心再構築２０３６の課題認識 

 ・特定都市再生緊急整備地域 

 ・旧さくら野跡地再開発 

 ・仙台駅前再構築・地下街整備・にぎわい創出 

・バス乗降場分散・利便性向上 

 ・バスターミナル・バスプール整備 

・青葉通にぎわい創出・青葉通エリアの取組 

 ・自然緑化空間活用・沿道開発 

 ・シンボルロード 

・都市アイデンティティーに即した再開発・初期投資 

８ 福田 ようすけ 維 新 の 会 

仙 台 市 議 団 

・音楽ホール・中心部震災メモリアル拠点複合施設 

・ツキノワグマから児童生徒を守る取組 

・東北の人口減少と仙台一極集中 

９ 大 草 よしえ 心豊かな社会を

つ く る 会 

・音楽ホール・中心部震災メモリアル拠点複合施設の

市民理解 

(  次に続く ) 

 

 

 



順序 議 員 名 会 派 名 質 問 項 目 

１０ 伊 藤 ゆうた 市 民 の 会 ・「国に帰れ」「日本語ができないやつ」などの暴言や

ランドセルへのくぎ刺しなどのいじめを受け、転校

に至った小５女子児童のいじめ重大事態 

・音楽ホール・中心部震災メモリアル拠点複合施設 

１１ 渡 辺   博 自 由 民 主 党 

フ ォ ー ラ ム 

・バウチャー制度 

・文化財活用 

・市民の安心・安全確保、防犯カメラ 

・コミュニティ・センターの持続可能性 

・保存樹木制度の在り方 

・音楽ホール・中心部震災メモリアル拠点複合施設の

建設予算と今後の市政運営 

・仙台都市圏における仙台市の役割と市長の認識、富

谷市の新交通システム計画 

１２ 高 村 直 也 持 続 可 能 な 

地域をつくる会 

・持続可能性、ＳＤＧｓの捉え方 

・人口減少や社会情勢の実態に即した少子化対策 

・人権とウェルビーイングの維持・向上 

・持続可能な社会に向けた経済指標の設定 

・短期で投資回収可能な省エネ設備の拡大 

・音楽ホール・中心部震災メモリアル拠点複合施設の

建設中止・対案の検討 

※  質問項目は、変更されることがあります。  


